
 史跡めぐりを開催したことにより、史跡等に対する関心や深まり、ふるさとの再発見につながっ

た。

事業の目的

 山内町まちづくり推進会の事業により、町内の各区ごとに史跡や文化財の説明板や案内標柱の整

備を行ってきた。

 それらの場所や内容等について知っている人は少なく、これらの貴重な文化資源を後世に伝え保

存するため、山内町内にある史跡文化財をめぐる「史跡めぐり」を開催することにより、町内外の

人たちに周知し、町内に史跡・文化財振興に寄与することを目的とする。

事業の時期

令和７年１１月２１日（金）

事業内容及び参加人数等

 町内の史跡（船の原薬師如来立像、河原蟠平のお墓、船の原鎮守神社、鳥海石造眼鏡橋）を廻っ

た。市教育委員会学芸員の説明により、知識教養が深まった。

 参加人数；１６名

山内町まちづくり推進会

事業の成果

令和7年度 各町まちづくり協議会実施報告書
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史跡めぐり

※各町のまちづくり協議会の事業の中で「武雄市協働まちづくり地域交付金」対象の事業のみ掲載しています。


